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３）はしご・脚立での昇降安全作業基準

　●使用前に異常がないか確認してください。

　●転倒のおそれがない場所に固定してください。

　●２人で作業し、１人は支え役になってください。

　●立て掛ける角度は、７０°～７５°とし、

　　 上部は支点より約１m伸ばしてください。

　●１階の屋根から２階の屋根へはしごを掛ける

　　 ことは非常に危険なので、行わないでください。

　　 やむを得ない場合は棟をまたいで滑り止め

　　 のマットなどを敷き、その上にはしごを固定して

　　 支え役がしっかりと支えてください。

　●モエンにはしごや脚立などを直接立て掛けないでください。

400以上

100

厚み35以上

支点上での重ね長さ
200以上

３点支持最短突き出し長さ

２枚以上並べた場合の隙間
30以下

以上

1800以下

一人は支える

はずれはないか

約1m

70°～75°

ゆるみ

30°

　

４）足場を使用する外壁工事の安全作業基準

　●事前に足場が規定どおりか、支持や固定が確実かを確認してください。

　●足場の支柱を伝って昇降しないでください。

　●足場での作業中は、墜落防止用器具のランヤードを取付設備などに固定してください。

　●足場の作業床でモエンを運搬・移動する場合は斜めかつぎをせず、作業床と水平になるようにしてくだ

　　 さい。

　●脚立足場の作業床の支持は３点支持とし、各々の間隔は１８００㎜以下としてください。また、一支点間に

　　 同時に２人以上乗らないようにし、使用する足場板は幅２００㎜以上、厚み３５㎜以上のものを用いてくだ

　　 さい。

　●高さ１００㎜以上の幅木を取り付けてください。

　

　

高さ100以上の幅木

　１－６　モエン施工時の安全配慮

１　モエン標準施工法

75°以下

５）事故防止・衛生上の注意事項

●高所作業中の落下物による事故防止のため、残材などを下に降ろす場合は慎重に行ってください。

●電気配線やガス・水道配管などは、事前確認の上、損傷などに十分注意して施工してください。

●回転工具使用時には軍手を着用しないでください。

●モエンの施工は、プライマーや補修液など引火性の高い材料を使用しますので、特に火気（喫煙など）に
十分注意してください。

●切断作業の際、長期間多量の粉塵を吸入すると、健康を損なうおそれがありますので、集塵装置付き
カッターならびに局所排気装置の使用、防塵めがね・防塵マスクの着用、うがい・手洗いの励行、切断
片の安全・適切な処分に留意してください。お取り扱いの際は、安全データシート（SDS※）をご参照くだ
さい。

●モエンはセメント製品ですので、取り扱いの際は必ず手袋を着用してください。特に、濡れたモエンの場合
は、ゴム手袋などの保護具を着用してください。肌が荒れることがあります。

●各種補修液・モエンシーラー・シーリング・シーリングクリーナー・プライマーは、表示ラベルや安全データ
シート（SDS※）に沿って取り扱ってください。

※SDSの正式名：Safety Data Sheet

注　2026年9月時点の情報です。工事時点の労働安全衛生法に従って施工してください。

　１－７　下地基準

モエンの施工法は、原則として下表の施工法を標準施工法とします。

下表以外の工法で施工される場合は事前に最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。

なお、モエン標準施工法は下表の他、防水紙張り、胴縁下地組みなど、後記の条件を満たす場合とします。

１　モエン標準施工法

２１・１８㎜

モエンＳ モエンＭ・Ｗ

１４㎜

455×1820
（※７）

455×3030
910×3030
1000×3030

モエン
パネル

１４㎜

910×2730・3030
1000×

2730・3030

ご注意：留付金具、ビス、釘の留付間隔は、下記および「モエン標準施工法」「各部の基本納まり図」をご参照ください。
※１　木造枠組み工法（ツーバイフォー）の場合、事前に屋根工事、内装工事などの荷重が十分にかかっているかを必ず元請け会社様にご確認ください。
※２　長手方向の釘打ち間隔は＠２００㎜以下としてください。
※３　縦張り施工対応商品のみです。
※４　釘打ち施工は可能ですが、金具施工をお勧めいたします。（ただし金具施工専用品は除く。）　
※５　モエン中間部の釘打ちは幅方向３本留めですが、上下端部の釘打ちは幅方向５本留めとしてください。また、そのために縦胴縁間の中央に補助胴縁
　　　 を入れてください。
※６　１m幅板のみ施工可能です。
※７　ドライジョイント工法の下地基準は別冊Fu-geカタログでご確認ください。
※８　左右接合部は通気金具工法用スパンホルダーをご使用ください。
※９　一般部は縦胴縁、左右接合部は幅９０㎜以上の受け材となります。

縦胴縁

横胴縁

（３尺）

（ﾒｰﾀｰ）

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

縦胴縁

横胴縁

横胴縁

横胴縁

部分

受け材
（※９）

胴縁なし
（※１）

胴縁なし
（※１）

胴縁なし
（※１）

Ｃ形鋼

縦胴縁

Ｃ形鋼

横胴縁

縦木胴縁
厚み33㎜

以上
横木胴縁
厚み33㎜

以上

４５５

５００

４５５
下地間隔

４５５
下地間隔

４５５

５００

４５５

５００

５００

５００

５００

下地間隔

５００

５００

５００

５００

６０６

６０６

５００

５００

横張り

縦張り

横張り

縦張り

横張り

縦張り

縦張り

横張り

横張り

縦張り

横張り

横張り

横張り

縦張り

縦張り

横張り

縦張り

横張り

縦張り

金具

（横使い）

金具

（縦使い）

通気金具

縦張り

通気金具

釘打ち

釘打ち

釘打ち

金具
（メーター

モジュール金具）

金具

（横使い）

金具

（縦使い）

通気金具

釘打ち

釘打ち

釘打ち

通気金具

縦張り

通気金具

釘打ち

釘打ち

455×3030

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

××

××

×

××

× × ×

××××

×

×

× ×

××××

× ×

× × × ×

××××

× × ×

×××

× ×

×

× × ×

×××

× × × ×

×××

×

鉄骨下地へのビス留めによるモエンの直張り施工は禁止です。鉄骨下地へのビス留め施工

○

×

×

－

モエンエクセラード

－
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○

○

○
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○

○

○

○

○

×

×

×

－

－

455×1820
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○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
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×
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